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第３章 計画の内容 
 

 

 
 

基本目標１：ＤＶ防止のための啓発・教育 

ＤＶ防止法施行後、ＤＶは犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害であり、決して許されない

行為であるとの認識が社会に定着してきました。しかしながら、依然として、男女が共に対等な

パートナーであるという意識の欠如や力で人間関係をコントロールしようとする考え方は、根強

く残っています。 

そのため、ＤＶ防止及び被害者支援を推進するために、国、県、他の地方公共団体などにおけ

る調査・研究結果を把握するとともに、市においても調査を行うなど、実態の把握に努めます。 

特に、ＤＶは家庭内の問題として見過ごされ、潜在化しやすい傾向があります。そして、その

家庭内で育つ子どもも、心理的な影響を受けるため、心理的ケアや支援が必要です。 

さらに、交際相手からの暴力であるデートＤＶが１０代、２０代の若いカップルの間でも起こ

り、問題となっています。インターネットやスマートフォンの普及等の社会情勢を踏まえ、リベ

ンジポルノ※や性暴力の被害者・加害者になってしまわないよう、ＳＮＳ等を利用する際の注意

点などに留意し、啓発に取り組みます。 

ＤＶを防止するためには、市民一人一人がＤＶに関する正しい知識を持ち、個人の尊厳を傷つ

けるＤＶは許さないという意識を持つことが大切です。誰もが被害者や加害者にならないよう、

ＤＶを身近な問題として考えるための学習機会の提供や啓発を積極的に行うとともに、子どもの

発達段階に応じたＤＶ防止のための教育を推進します。 
 
 

施策 １ 市民への意識啓発と地域における理解の促進                                                                                                                                             

 

事 業 担当課 

１ ＤＶに関する調査・研究 福祉政策課 

人権推進室 ＤＶ防止啓発及びＤＶ被害者支援のため、実態調査

を行うとともに、国・県などの調査・研究結果を把握

する。 

 

２ ＤＶ防止に係る広報・学習機会の提供・意識啓発 

市民一人一人がＤＶについて正しい理解を深め、暴

力の潜在化を防いでいくため、学習の機会を設け、意

識啓発を行う。 

被害者に気付きを促し、周囲の方もＤＶを見過ごさ

ないよう、地域に対して啓発を行う。 

福祉政策課 

人権推進室 

中央公民館 

中央図書館 

３ 加害者とならない予防啓発 

  加害者へのＤＶの気付きの促進など、加害者となら

ない予防啓発を行う。 

 

 福祉政策課 

中央図書館 

  

 

施策の展開  ２  
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第３章 計画の内容 
 

 

基本目標２：ＤＶ被害者の早期発見と相談体制の充実 

ＤＶの多くは、家庭内で行われるため、潜在化しやすい傾向があります。 

自分自身がＤＶ被害者であるという自覚がない場合があるほか、ＤＶ加害者への恐怖や世間体

を気にして誰にも相談できずにいる場合などがあり、周囲が気付かないうちに被害が深刻化して

しまう場合があります。 

こうした状況を踏まえ、ＤＶ被害を発見しやすい立場にある医療機関や乳幼児健診等を行う保

健センター、民生委員・児童委員※、福祉関係窓口、保育所等と協力し、ＤＶ被害者の早期発見

に努めるとともに、ＤＶを発見した際の通報の必要性について広く市民に周知を行います。 

また、福祉相談室など市民が安心して相談できる窓口の存在を周知するとともに、配偶者暴力

相談支援センターを設置し、ＤＶ被害者の意思を尊重した上で、関連部署で情報や問題を共有化

し、適切かつ迅速に対応するよう努めます。 

このほか、二次的被害※等が生じないよう県や関係機関が行う研修会に積極的に参加し、市職

員や相談員の資質を向上させます。 

  
 

施策 １ ＤＶ被害者の早期発見と相談体制の充実 

 

事 業 担当課 

７  ＤＶ被害者の早期発見と通報の必要性の周知 福祉政策課（福祉相談室） 

人事課 

課税課 

納税課 

市民課 

生活支援課 

障がい者福祉課 

こども支援課 

保育課 

こども給付課 

児童発達支援センター 

長寿はつらつ課 

介護保険課 

国保年金課 

保健センター 

学務課 

教育支援課 

教育相談センター 

 危機管理室 

各種手続、相談、訪問、健診（検診）等の事業にお

いて、ＤＶ被害者を早期発見するよう努める。 

また、市民、医療関係者、福祉関係者等のほか、市

職員に対し、「ＤＶ防止法」の規定に基づく通報の意義

と必要性について周知を図る。 

 

27



  

                                                                                                                             

  

  

  

28



第３章 計画の内容 
 

 

基本目標３：ＤＶ被害者の安全確保 

ＤＶ被害者の安全を確保するため、助言や一時保護、各関係機関への同行等の支援を行い、関

係機関と連携し対応することが重要です。また、ＤＶ被害者の身辺に危険が及ぶことのないよう、

ＤＶ被害者の情報を厳密に管理します。 

 

施策 １ ＤＶ被害者及びその関係者に係る情報の保護 

 

事 業 担当課 

12 住民基本台帳事務における支援措置 市民課 

ＤＶ被害者からの申出を受けた場合には、住民基本

台帳の閲覧及び住民票の写し・戸籍の附票の写しの交

付を制限する。 

13 ＤＶ被害者情報の保護 福祉政策課（福祉相談室） 

総務課 

人事課 

課税課 

納税課 

市民課 

生活支援課 

障がい者福祉課 

こども支援課 

保育課 

こども給付課 

児童発達支援センター 

長寿はつらつ課 

介護保険課 

国保年金課 

保健センター 

水道業務課 

学務課 

教育支援課 

教育相談センター 

危機管理室 

選挙管理委員会事務局 

 ＤＶ加害者の追及が及ばないよう、ＤＶ被害者及び

その関係者に係る情報の管理を徹底する。 

 

施策 ２ ＤＶ被害者の安全確保のための支援 

 

事 業 担当課 

14 緊急時における一時保護の支援 福祉政策課 

生活支援課 

障がい者福祉課 

こども支援課 

長寿はつらつ課 

一時保護が実施されるまでの安全を確保するため、同

行・助言などの支援を行うとともに、関係機関と連携し、

円滑に保護ができる体制を確立する。 

15 保護命令の利用に関する情報提供 

  保護命令制度に関する説明及び情報提供を行う。 

 福祉政策課 
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